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概要  

日本を含めた世界の精神保健分野での喫緊の課題の一つに，児童虐待があげら

れる。母親から乳児への感情はボンディングの主要な指標と考えられており，

ボンディングの形成が不十分である場合は，児童虐待の大きなリスク要因にな

ると考えられている。本研究は，ボンディング障害について，妊娠期からの縦

断追跡研究を実施した。その結果，妊娠を予期していなかった母親は，妊娠中

と産後の共にボンディングの形成が阻害されていることが明らかになった。医

療従事者などの支援者は，妊娠を予期していなかった母親を早期に同定し，産

後の母親の育児の仕方や母子の相互作用について，より詳細なアセスメントを

実行することが求められる。 

Abstract  

Chi ld  abuse  i s  a  major  publ ic  heal th  concern in  wor ldwide including Japan.  

Mothers '  fee l ings  towards  thei r  infants  are  considered a  key indicator  of  

bonding,  and inadequate  bonding format ion i s  considered to  be  a  major  r i sk  

fac tor  for  chi ld  abuse .  This  s tudy conducted a  longi tudinal  s tudy of  bonding 

disorders  f rom pregnancy per iod.  We found that  unintended pregnancy 

mothers  had a  more  impaired bonding score  both  dur ing pregnancy and 

postpar tum.  Heal thcare  providers  should  prompt ly  ident i fy  mothers  wi th  

unintended pregnancies  and conduct  thorough assessments  of  mother- infant  
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in terac t ions  pos tpar tum.  

 

研究内容 

背景 

我々の研究室では，ボンディング障害に関して妊娠期からの縦断追跡研究を行ってい

る。住友電工グループ社会貢献基金の助成を受け，予期せぬ妊娠がボンディング障害の悪

化に影響することを明らかにした。この成果は，国際的にも高く評価されている学術雑誌

に発表することが出来た（Kaneko, Makino, Nakano et al, 2025）。  

日本を含めた世界の精神保健分野での喫緊の問題の一つに，児童虐待があげられる。日

本の児童相談所における児童虐待の対応件数は，過去最多の 20 万７千件となっており，６

年間でおよそ２倍に激増している（厚生労働省，2022）。 2020 年度における心中を除いた

児童虐待による死亡事例は 49 人で，このうち０歳児が 32 人(65.3%)と最も多かった。主

たる加害者は，実母が過半数を占めている（29 人，59.2%）。これらは，児童虐待の予防に

は母親に対して，産後の早期もしくは出産前の妊娠期から支援を開始することが重要であ

ることを示している。 

近年，ボンディング障害についての研究報告が急増しており，研究者の強い関心を集め

ている。ボンディングの研究は，およそ半世紀前の Rubin (1967)にさかのぼり，Brockington 

(1996）がボンディング障害を提唱して以降，実証的な研究報告が増加した。ボンディング

とは，主として出生後１年間を通して生じる母親から駆動するプロセスであって，その後

の子どもの人生を通して続く母親の感情状態を指す（ Kinsey,  2013）。母親から乳児への感

情はボンディングの主要な指標と考えられており，母親が乳児に対して良好なボンディン

グを形成することによって，母親の乳児に対する養育行動が引き出される。一方，ボンデ

ィング障害が発生した場合，母親は乳児に対する感情が欠如し，自分の赤ちゃんではない

ように感じたり，出生児への拒否感を強く持つ。その結果，親子関係に長期的な悪影響を

及ぼし，児童虐待の大きなリスク要因になると考えられている。 

本研究の目的は，予期しない妊娠がボンディング障害に与える影響について明らかに

することであった。予期しない妊娠（ Unintended pregnancy）は，世界で年間 1 億 2 千万人

の女性が体験しているとされ（ Bearak e t  a l ,  2020），公衆衛生上の大きな問題となっている。

日本においても， 17.9%の女性が体験しているという報告がある（ Goto,  e t  a l ,  2002）。これ

まで，ボンディング障害と予期しない妊娠についての研究は少なく，そのほとんどは横断
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的な研究である。ボンディングの形成は妊娠期から既に始まっていることを考慮すると，

妊娠期から産後にかけて縦断的に検討することが必須と考えられる。本研究は，予期しな

い妊娠とボンディング障害との関連について妊娠期からの縦断追跡研究を行う事によって，

これまでの先行研究の結果に新たな知見を加えることを目指した。 

方法  

参加者は岐阜県総合医療センターを受診した 78 名の妊婦であった。妊婦の平均年齢は

34.2 歳，平均妊娠週数は 20.5 週であった。おおよそ 40%（n=31, 39.7%）の妊婦が第１子

の妊娠であった。 

ボンディングの測定には，産後ボンディング尺度（ Brockington e t  a l ,2001;  Kaneko & 

Honjo ,  2014）を使用した。得点が高いほど，ボンディングの不良を示す。抑うつの測定に

は，エジンバラ産後うつ病自己評価票（ Cox e t  a l ,  1987;  Okano e t  a l ,  1996）を使用した。加

えて，今回の妊娠を予期していたかどうかについて回答を求めた。さらに産後１ヶ月時に，

産後ボンディング尺度とエジンバラ産後うつ病自己評価票に再度回答を求めた。なお，初

診時のボンディング尺では，25 項目のうち妊娠中には内容的に不適切と判断した８項目を

削除した 17 項目で実施した。 

結果 

表に，ボンディングと抑うつの相関を示した。妊娠中のボンディングは，１ヶ月のボン

ディング（ 17 項目版及び 25 項目版）と中程度の関連が認められた (それぞれ， r  =  .49 ,  p  

< .001;  r  =  .54 ,  p  < .001)。さらに，妊娠中のボンディングは妊娠中の抑うつおよび産後１ヶ

月の抑うつと有意な相関が認められた (それぞれ， r  =  .46 ,  p  < .001;  r  =  .27 ,  p  < .05)。 

 

図に，ボンディング得点を従属変数とし，群（妊娠を予期していたもしくはしていなか

った）と，時期（妊娠中もしくは産後）を要因とする二要因分散分析の結果を示す。その

結果，群と時期の主効果はともに有意であった (それぞれ， F (1 ,  76)  =  11.71,  p  < .01,  η 2  =  

0 .10;  F (1 ,  76)  =  7 .17,  p  < .01,  η 2  =  0 .02)。妊娠を予期していなかった母親は，そうでない母
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親に比べて妊娠中のボンディングが悪かった (それぞれ， M = 13.3  ± 10.6;  M = 6 .2  ± 5 .4 ;  

Cohen’s  d  = 1 .00)。同様に，妊娠を予期していなかった母親は，そうではない母親に比べて

産後のボンディングが悪かった（それぞれ， (M = 9 .2  ±  14.0;  M = 4 .81 ± 4 .4)  (Cohen’s  d  = 

0 .56) .  さらには，妊娠を予期していなかった母親とそうではない母親の双方が，妊娠中よ

りも産後のボンディングが改善していた。なお，群と時期の相互作用は有意ではなかった

（ F (1 ,  76)  =  1 .69,  p  =  .20 ,  η 2  =  0 .01）。 

 

考察  

妊娠を予期していなかった母親は，そうではない母親に比べてボンディング障害得点

が高くなっていた。本研究は，予期しない妊娠が，妊娠中のボンディングのみに限らず，

影響が産後のボンディングまで続いていることを，世界で初めて明らかにした。これまで

のボンディングに関する先行研究では，抑うつ（ Abajaobir  e t  a l ,  2016）や夫婦間暴力（ Nelson 

e t  a l ,  2022）との関連が指摘されている。また，母親のストレスが妊娠期のボンディングと

関連しているという報告がある（ McNamara  e t  a l ,  2019）。本研究は，これらの先行研究から

進展し，予期しない妊娠が産後のボンディングまで影響が及ぶことを明らかにした点で，

非常に重要な知見を加えることができた。 

さらに興味深い点として，妊娠を予期していなかった母親もそうではなかった母親の
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双方が，有意に産後のボンディングが改善していた。我々の知る限りでは，たとえ望まな

い妊娠であっても，ボンディングの障害が産後には改善することが本研究によって初めて

明らかにされた。この点については，産後の実際の母親と乳児の関わりが，産後のボンデ

ィング障害を抑制している可能性が考えられる。産後に乳児の世話をしたり話しかけたり

することは，母親に一定の自信を深める機会となり，産後のボンディングを強化している

側面があると考えられる。 

本研究によって，妊娠を予期していなかった母親は，妊娠中と産後の共にボンディング

障害のリスクがあることが明らかになった。医療従事者は，妊娠を予期していなかった母

親を早期に同定し，産後に実際の母子の関わり方について，詳細なアセスメントを行う事

が推奨される。今後は，本研究の結果が他の対象についても認められるのか，どの程度ま

で一般化出来るのかについて検討する必要がある。また，産後１ヶ月以降のより長期的な

影響の有無についても，検討が望まれる。 
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